
平成２１年度　自己評価書

本年度の活動と指標
達成
状況

成果と課題 今後の改善点

①年間必ず１回は授業研究を行い，聞

　く・話す・読む・書くをバランスよ Ｂ

　く取り入れ，わかる楽しい授業で子

　どもの意欲を高める。

②教えたことが身に付いているかをＣ

　ＲＴなどで検証し分析する。

③朝の学習で１０分間取り組む。

④夏休み中に補充学習を行う。 Ｂ

⑤内容によって，２クラスにしたりテ

　ィームティーチングにしたりして学 Ｂ

　習効果を高める。場合によっては，

　習熟度別で進めることもある。子ど

　どもからアンケートを取り成果の状

　況を把握する。

⑥技術的な支援や人的援助がいるもの

　から各クラス複数入ってもらう。 Ｂ

⑦ゲストティーチャーを学期２回は招

　聘する。学習と結びついたものを選

　ぶ。

⑧学年に応じた家庭学習に取り組み，

　実施率９５％以上を達成します。 Ｂ

（１年:10分,２年：20分,３年：30分

　４年：40分,５年：50分,６年：60分)

⑨読書を盛んにし一人年間３０冊以上

　を目指す。（全校で７０００冊） Ｂ

○学年や担任によって
　取組にばらつきがあ
　る。
○計冊数は達成できる
　が個人差が大きい。

○図書時間の確保
○担任からの声掛けを
　継続的にする。
○図書の新刊等を読み
　聞かせする。

○チームで教えること
　で子どもたちを支え
　る機会は多くつくれ
　た。
○ティームティーチン
　グで支援の必要な児
　童にきめ細かな対応
　ができた。
○尐人数で２クラスに
　分けてもらったの
　で，一人ひとりによ
　く目が行き届くよう
　になった。
○内容により２クラス
　制とＴＴ制にできて
　よかった。

○どんな場面で，どん
　なことを，どのよう
　にサポートするかの
　整理する。
○教室を確保し，尐人
　数授業が習熟度でも
　できるようにしてい
　きたい。

学習ボラン
ティアの
活用

○出会い学習から学ぶ
　ことは多かった。
○たくさんのゲストテ
　ィーチャーにお世話
　になり，貴重な経験
　ができた。

○学習ボランティアを
　必要な時に活用して
　いきたい。
○継続的な出会いの学
　習を構築していきた
　い。

学
力
保
障

家庭学習の
習慣化

○意思統一はできたが
　まだ徹底されていな
　い。
○宿題の内容・量はよ
　くなっているが，し
　ているという点では
　まだ達成されていな
　い。

○家庭の協力・呼びか
　け，だれでも楽しく
　できる宿題。
○強化月間（旬間）等
　を設定して意識化す
　る。

読書活動
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評価項目

学
力
保
障

授業改善
授業研究

○教材開発ができたも
　のもあるが,日常的,
　継続的に持続できな
　かった。
○ＣＲＴの結果から児
　童の苦手な分野もチ
　ェックし授業改善に
　生かしたい。

○よくわかる授業のた
　めの視覚的な教材づ
　くりを進めたい。
○ＣＲＴの結果の分析
　を研修部で取り組ん
　でいきたい。

補充学習

○朝の学習は習慣化さ
　れ，落ち着いて取り
　組め定着している。
○補充学習については
　安全面で低学年では
　むずかしい。
○百マスや読み聞かせ
　の取組はとてもよか
　った。

○内容をさらに見直し
　ていきたい。
○学習アンケートを取
　っていきたい。
○百マスの取組は継続
　していきたい。

尐人数教育



①９５％以上の子が大きな声であいさ
　つできる。 Ｃ

②避難訓練を年２回行う。１回目は出
　来るだけ早く行い，教室から担任が Ａ
　誘導する。２回目は引き渡し訓練を
　同時に行う。

③児童全員に笛・ブザーを首から下げ
　させる。時々練習させる。 Ｂ
④通学路の点検を年１回はおこなう。
　安全マップを作成し，共通理解を図
　る。地区委員とも連携する。
⑤防犯教室を行い，教室に侵入した時

　通学路で連れ去られる時などの指導

　をする。

⑥毎日のテレビ・ゲームの時間を合わ
　わせて２時間以下にする。 Ｃ

○子どもたちに意識は
　あるが，日常的にで
　きていない。
○一斉下校の時にホイ
　ッスルを忘れていな
　いか点検し，身につ
　けるよう指導してい
　るのがよい。
○ほぼ達成しているが
　練習はしていない。

○笛やブザーを点検し
　たり，練習したりし
　て意識させていきた
　い。
○必要に応じて活動計
　画を立てて実践して
　いく。

生活習慣

○学級通信等でいつも
　啓発しているが，実
　態は土日など長時間
　やっている。

○保護者への協力を呼
　び掛けたい。
○生活リズムの見直し
　を図りたい。

生
活
指
導

あいさつ
運動

○児童会等で取り組ん
　でいるが不十分。
○あいさつの声が小さ
　い。
○自分から進んでなか
　なかできない。

○安心して出せる環境
　と声出しの練習。
○繰り返しの声掛け。

避難訓練

○避難方法には課題が
　ある。（けがをして
　いる児童など）
○引き渡し訓練は去年
　度より改善されて良
　くなった。

○事前通知なしの休み
　時間中の訓練をやる
　ことも必要。
○危機感をもたせる行
　動訓練も必要。

安全安心


